
bufferplI7.4巾に30,/Qparaformaldehydcと1roの

glutaraldchydcを含む)LqL詔より柑山する｡次いで,
脳を109もi!珊Jiを含む妨放 buffcrで洗い.詑口.40-60

/Jm の凍紙OJ)LI･とする｡切片を 3.3'-diaminobcnzidinl

4lIClと過倍化水穴を含むTr王S-1IClbuffer巾に入れ細

胞体に適したpcroxidasc(TE子即 Th比による研究では細

胞肘 こ通したm:,宗は1ysosomeに取り込まれる邪が姐繋

されている｡)を発色させる｡酢熟こよって Iabelされ
た ncuronはpcroxidase眼性のnf;･褐色の怒粗を含むた

め.その分布.neuronの type,sizeは光学顕微鏡で容

易に同定できる｡

(3)研 究 の 経 過

50年5月14日.ニホンザル2頭 (M.f.fuscata.75的

64;M.∫.yakui,友ケ島295)に開頭術を行ない.-伽

の area17/18の境界皮矧 こhorseradishperoxidase

を注入した｡5月17日.研究計画で記した固定液を心臓

から辺流して脳を閉息 捕山した｡他の2重巧のニホンザ

ル (M.E.fuscata.143三原ナシ;M.E.fuscataxM.

(.yaku;,友ケnJ17.アカズラ)においても5月28日.
31日に同様の処斑を行なった｡摘上Ⅰル た脳は研究計画に

おいて述べた方班で処現した｡以上の突放経過において

下記の苅urlu.朽木作製に必要な消it品に研究TZを文山し
た｡

(4)研 究 の 成 果
ニホンザル4矧 こおいて.area17/18 境界皮質に

horseradishperoxidaseを注入して (area17/18境界

皮矧 ま月状油の後壁に沿って位匠するので.0.4-0.6FLl

正の500/ohorseradishperoxidaseを5-8カlVTに注入

した｡).反対側半球の皮矧 こおける砕累によって label
されたneuronを放索した｡しかし.4例のどの例にお

いても反対側半球に labelされた neuronは見山だせ

ず.この研究の目的を果たす3i-ができなかった｡ニホン

ザルでの研究と平行して.ネコで類似の突験を行なった

が.これらの実験では比較的活足し得る知見を得る事が

できた｡ネコでの突放でも.area17,18,19への酵累

の注入によって反対81Tl皮質のごくわずかのneurOnLか

Iabelされて来ず.いくらかの例では反対側皮質にlabel

されたneuronを兄いLuす郡ができなかった｡この様に

horseradishperoxidaseの逆行性軸索輸送を利mLた

このFrしい解剖学的方法は成功すればきわめて有用なガ

ほではあるが.弓nJられる紙只がはなはだ不安たで位冊性

がなく.このね.今回の突放では所期の知見をY･柑る印が

山来なかった｡なれ 今回の突放と同じ研究による輸文

が放週間前に発来された｡ Wl'TIji.･ZdeEal.BrainRes.

92(1975)は macaquemonkeyの area17/18の境界

皮矧こ horseradishperoxidaseを注入し.反対側半

球の arca17/18の切界皮質のⅡ屑の大型錐体細胞に

horseradishpcrox;dasc陽性糊位を兄い出している｡

これらのJVr兄は.;貯Mがネコ(BrainRes.67(1974)),

ニホンザル (nr.TinRes.93(1975))(48年度共同利用),

ヒトの脳放火机班のTUf光から-T･想していたものである｡

48咋皮および今田の共同利用研究は.著者が数年来かか

わって来た.祝光切放Trの叩球問紙合の不均一性と細胞
約第の不均一比との相関のmRZiの一斑として行なって来

たもので.このテーマを ◆苅10四円際耶別学会誌.神経
系に関する京都シンポジウム.で和'LL-･した｡

INTERHEMISPIIERtCCONNECTIONSOFVISUAL

CORTICALAREAS17,18AND19:SOMEASPECTS

OFHETEROGENEITYOFCONNECTIONISMAND

CYTOARCHITECTONICORGANIZATION

K.Sboumura

DepartmentofAnatomy.GifuUniversitySchool

ofMedicine.Tsukasamachi-40.Gifu(500).Japan

塁長類視走前域の形態学的機序

企 閃 扱 く九大 ･医)

ツパイ TILPal'aglz'S,ワオキツネザル LemlLl'CaLEa,

および2校の新世界ザル (ヨザル jloLestT･lvtTgatuSお

よびコモンマーモセットCallz'ETl'ェjacchus)の祝宝前域

Regiopretectalisを神経細胞染色ならびに髄鞘染色を

ほどこした連続切片標本により税察し.あわせてネコの

視墓前域との比較を行い次の所見をfnifたo

1) これらの笠艮琉動物の祝韮前域にはネコにおける

と同様に iNucl.pretectalisanterior,parscompacta

iiNucl.pretectalisanterior.parret王cularisiiiNucl.

pretectelismedialisivNucl.rirctectalisposteriorv

Nucl.tractusopticusviNucLpretectalissubopticus

viiNucl.pretect.llisolivュr;Sの7核が区別される｡

2) 上記の冨削女のうち細胞fl.12第学的に.動物の柾によ

って変化の認められる板は Nucl.prctcctalisolivaris

である｡すなわちツパイにおいては大細氾性の Nucl.

tractusopticusの内mfこおいて.はばXTi似の細胞性状

を示す細胞群として認められる｡ワオキツネザルにおい

ては.木核は NucLtractusopticusの脱外仙 こ中等大

細胞からなる細胞群として認められる｡これらの二柾の

動物においては木核と Nucl.tractusopticusとの区別

はかなり不明瞭である｡これに対してヨザルおよびコモ

ンマーモセットにおいては.Nucl.pretectalisolivaris

は主として小細胞より構成され.その最大の発育を示す

高さでは包状を示し.明瞭に Nucl.tractusopticus.よ

り区別される｡

なお本年度は研究所より適当なfi料を得られなかった

が,引続き各種の充料を得て,放索をつづれ かつ祝宝

前域の諸核について.その線維連絡を実験的に行いたい
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と思う｡

研 究 報 告

稲垣 晴久 ((肘)日本モンキーセンター)

り 研 究 の 目 的

1. 各種サル類のRaBA-3010による出PRlJ'Jな血披性状
をあさらかにする｡

2. 各柾サル籾の血中電解FI生理値をあきらかにする｡

3.疾柄時の血液性状の変化をあきらかにする.

2) 研 究 の 計 画

1. R.lBA-3010を用いて.霊長3511研究所で飼育されて

いる外田並サルの血液性状をあきらかにする｡

2. 炎光光圧計を用いて上記サルの血巾のナトリウム.

カリウムを凱rl出する｡

3.疾Jlh'サルについても上記1.2の検査をおこない臨

拭診断のgi班な手段にしていく｡

3) 研 究 の 経 過

当初.lHtTLiL,た外ml;.(･ilJ･ル矧ま.この共同利用研究糊rTr.]
rl1人･T･･される粍会にめぐまれなかった約.i.FT:言良獄研究所
で飼-nTllのアダルトのニホンザルのオス20所の血紋につ
いて挽証をおこなったOまた当初予妃していなかった

が. 'JJb_良Xli研究所のサル施設の方々のど協力で,従来よ

りuilT]されている仏式方法による各柿血液性状値と.午
田ulmL,たRaBA-3010による,1.1状 との比較検討をおこ

なった｡

4)研 究 の 成 果

1..m許は従来よりRaBA-3010を班IT]してニホンザル

の血披性状について枚丑をしてきているが.アダル

トのオスのものは少なく今回の枚丑でiTTJ･られたデー

クは出航である｡したがって.とくに今までのデー

タと比校して低い位を示した LDIIは.飼育条件に

よる近いと思われるが.比較するデ-タに乏しく午

後の註rC題としたい｡
2. 霊長類研兜.所で従米より採FT]されている枚査方法に

よる結朱との比校であるが,2-3の項目について

は相関性が認められるものもあったか.逆に相関性

のない項目も多くあり.ある程皮の相関性を柑】待し

ていた聾者にとってこの総見は意外であった｡しか

し.枚体の畳が少ない為にピペッティングによる影

響が大きいことや,枚査宝の条件による影響も考え

られ.今後 これらの技術的な問題を克服していけ

ば.今回以上の相関性が得られると思う｡

5) 研究の考察･反省

十回.lI･糾していたが枚韮することができなかった外国

孤サルや.挟痛サルの血波性状については.今回問題と
なったピペッティングなどの技術的な問題を克服しつつ

データをそろえていきたい｡そして将来はできるだけ多

くのサル類の血披性状と.各和相加Jjの血液吐状とをあ

さらかにしていき,サルの臨取 こ役立てていきたい｡

高崎山自然動物園におけるニホ ンザル遺体の

発掘

円隅 木生三(京大 ･理)

本件は共同利用研究の-課題であるが.研究そのもの

ではなく.研究の完材としての汽料の収iE王を目的とした

ものである｡

ニホンザルについては半日然状態における祉仝生活の

実態がよく研究されているのに比べて.その形態学的詔

Dir1両の究明は著しく立ち遅れている｡骨格研究に関して

は,ff料の入手がきわめて困難であることがその-囚で

ある｡変異が問題となる研究のためには.一つの個体群

としてまとまった相当多数の標本が必繋であるが.その

ようなコレクションはおそらく本邦にはない｡こうした

必要や1:.から雅省らは.如nT.なく骨格P,I.Ii木を入手しうるm

肘汀として大分丁け砧蜘IJのそれにTl旧 し,fiJ1Jlにわたり
これを収処してゆくことを.7[･雨したo

TL.-榊nLl自然動物鼠では死亡したサルの退休が加LIJにtl!
非されており,それらを回収することについて動物閑現

場関係者の了IW･と協力をiFIJ･ることができたO水年度は2

回にわたり充肘を行い.白骨化した全身骨格を公計11休

分回収したO卯 1回分はすでに謡技研に保管されてお

り.卯2回の分6肘ま訳大動物学教三引こおいて.(711･n･離

仙 Flで,近RlLlに謡技研へ移す予定であるo先年同動物

国で発掘されたものと合わせて.約20体分が£長研に収

先されることになる｡

自然動物園の現場当局との協起により.今後はサルが

死亡したときは計画的に理非してもらい.2年に1度ま

とめて発iJiTiし.骨の回収を続けてゆく予定になってい

る｡なお,回収して捌 L'il:の終わった退冊の仰屈先は未定

である｡当分FJ1品研で一括促管するが,将来大分丁汀へ付

物蝕資料として返還する可能性が保留されている｡

藤状体外視覚系の解剖学的枚構に関する研究

川村 祥介 (熊大 ･医)

近昨冬柾口旧し動物において網膜より外川泰状休を経て
祝党Wl皮r上に至る経路の他に.祝党に況するIllJ'･ly屯を網脱
より中脳,ことに上丘および祝苫前城さらにヲ和rl祝托役
部核即を経て皮矧 こ伝える経路が知られるようになっ

た.我々もこのことをネコを用いて解剖学的に確認し,

さらにこの系の網膜局在を明らかにしたが.比較耶剖･111モ

的にみるとこの系のうち.f'T<Ji長糊においてはgJr一次巾桁

である上丘が退化するのに反して.節二次巾解である祝
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